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パドック排水に関する研究
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摘 要

十勝管内，清水町の酪農家を対象にパドック環境，特にパドック排水に関してと牛体の

乳房炎および蹄病の発生率に関する調査を行なった。

調査は，清水町の酪農家から無作為に 59件を摘出L，パドック環境と牛舎環境そしてそ

の酪農家の牛の病気発生率を調べた。

調査の結果，疾病とパドック環境の各要素の聞には，明確な相関関係は見られなかった

が，乳房炎とパドックの含水比，貫入深きそして牛舎のストール長さには，これらの要素

が乳房炎に影響を与えていることがわかった@また，蹄病とパドックの含水比，ストーノレ

長きにも，乳房炎と同様な傾向があることがわかった。

次に，牛の疾病発生の要因は，複数の原因の相乗効呆の表われであることを考慮L，調

査項目の条件を揃えて，含水比と貫入深さが乳房炎と蹄病に与える影響の回帰分析を行者

った結果，条件を整えると貫入深さと乳房炎・蹄病には強い相関関係のあることがわかっ

た。

以上の結果により，現状では，牛体にとってパドック排水環境は劣悪な状態にあること

が言え，これを改善することにより，疾病発生率の低下が期待できるものと思われる。
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は じめに

郊外へ足を伸ばすと，北海道ならではののんび

りとした酪農風景を見ることが出来る。遠目でみ

ると，牛たちがゆったりと気持ちよさそうに草を

食んでいるように見えるが，近づいてみるとぬか

るんだパドックに四肢をとられ，もがくように移

動Lている。乾燥した場所に立つ牛の肢には，ま
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